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はじめに

安全上のこ注意
●こ使用の前に、この『安全上のこ注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
●ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので必す守ってください。
●この「安全上のこ注意」が守られていない場合は、保証致しかねます。

■表示の説明

表 ホ 表示 の意味

A警告
‘‘取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷(*l)を負うことが想定されるこ
ど

＇

を示します。

A注意 “取扱いを誤った場合、使用者が傷害(*2)を負うことが想定されるか、または物
的損害(*3)の発生が想定されるこどを示します。

* l : 重傷とは、失明やけが、やけど（高温 ・ 低温）、感電、骨折、中毒などで、後遺症が
残るものおよび治療に入院 ・ 長期の適院を要するものをさします。

*2: 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが ・ やけど ・ 感竃などをさします。
*3: 物的損害とは、家屋 ・ 家財および家畜• ペット等にかかわる拡大損害をさします。

■図記号の例

図 記 号 図 記 号 の意味

゜
"
体
0
的な

"は、禁止（してはいけないこと）を示します。
具 禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示します。

． 
、、
体

＇し9 は、指示する行為の強制（必すすること）を示します。
具 禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示します。

△ ヽヽ△ ＂は、注意を示します
具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示します。

異常や故障のとき A 警告

煙が出たり、変なにおいがしたりするときは、すぐに電源プラグをコンセントから抜くこと e
そのまま使用すると、火災 ・ 感電の原因となります。煙が出なくなるのを確認し、お買い

上げの販売店にこ連絡ください。 竃源プラグ
をは＜

内部に水や異物が入ったら、すぐに電源プラグをコンセントから抜くこと e
そのまま使用すると、火災 ・ 感電の原因となります。お買い上げの販売店に点検をご依頼

ください。 電渾プラグ
を訟＜

落としたり、キャビネットを破損したリしたときは、すぐに電源プラグをコンセントから抜くこと e
そのまま使用すると、火災 ・ 感電の原因となります。お買い上げの販売店に点検をこ依頼

ください。 電源プラグ
を抜く

電源コー ドが傷んだり、電源プラグが発熱したりしたときは、すぐに電源を切り、プラグが e
冷えたのを確認してコンセントから抜くこと

そのまま使用すると、火災 ・ 感電の原因となります。電源コー ドが傷んだら、お買い上げ 電:,�グ

の販売店に交換をこ依頼ください。

ー



はじめに

I

設置されるとき A 警告
風呂、 シャワ ー室など、 水のかかる恐れのある場所には置かないこと

0 火災 ・ 感電の原因になります。

指示

雫源プラグは先に本機に接続してから交流lOOVのコンセントに接続し、 付属の専用A

Cアダプタ 一を使用すること

0接続順を逆にしたり、 付属品以外を使用したり、 また交流lOOV以外を使用すると、

火災 ・ 感電の原因となります。 DCプラグはDC12Vマイナスアース車専用です。 指示

ぐらつく台の上や傾いた所など、 不安定な場所や振動のある場所に置かないこと

゜本機が落ちて、1プがの原因となります。

禁止

上に物を置かないこと

゜金厩類や、 花びん ・ コップ ・ 化粧品などの液体が入った場合、 火災 ・ 惑電の原因となります。

重いものなどが置かれて落下した場合、1プがの原因となります。
上載せ禁止

こ使用になるとき

修理 ・ 改造 ・ 分解をしないこと

© 火災 ・ 感電の原因となります。

点検 ・ 調整 ・ 修理はお買い上げの販売店にこ依頼ください。 分鮒業止

デイスクトレイなどから異物を入れないこと

゜金属類や紙などの燃えやすい物が内部に入った場合、 火災 ・ 感電の原因となります。

特にお子様のいるこ家庭ではこ注意ください。 異物挿入禁止

雷が鳴りだしたら、 本機に触れないこと

® 感竜の原因となります。

撞触鎗止

電源コ ー ドは

．傷つけたり、 延長するなど加工したり、 加熱したりしないこと

゜・ 引っ張ったり、 重いものを載せたり、 はさんだりしないこと
・ 無理に曲げたり、 ねじったり、 束ねたりしないこと 禁止

火災 ・ 感電の原因となります。

お手入れについて

電源プラグの刃や刃の取り付け面にコミやほこりが付着している場合は、 電源プラグを抜き

0 ゴミやほこりをとること

電源プラグの絶縁低下により、 感電の原因となります。 指示
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はじめに

I

設置されるとき A注意

温度の高い場所に置かないこと

゜直射日光の当たる場所 ． 締め切った自動車内• ストーブのそばなどに置くと、 火災 ・ 感電の

原因となることがあります。 また破損、 その他部品の劣化や破損の原因となることがあります。 禁止

湿気 ・ 油煙 ・ ほこりの多い場所に置かないこと

゜加湿器 ・ 調理台のそばや、 ほこりの多い場所などに置くと、 火災 ・ 感電の原因となること

があります。
禁止

風通しの悪い場所に置かないこと

内部温度が上昇し、 火災の原因となることがあります。
． 壁に押しつけないでください。

゜
． 押し入れや本箱など風適しの悪い場所に押し込まないでください。
・ テー ブルクロス• カ ーテンなどを掛けたりしないでください。

・ じゅうたんやふとんの上に置かないでください。 禁止

・ あお向け ． 横倒し ・ 逆さまにしないでください。

移動させる場合は、 電源プラグ ・ 外部との接続線を外すこと

0 電源プラグを抜かすに運ぶと、 電源コー ドが傷つき火災 ・ 感電の原因となることや、 接続

線などを外さすに運ぶと、 本機が転倒し、 けがの原因となることがあります。
指示

こ‘使用になるとき

電源プラグを抜くときは、 電源コー ドを引っ張って抜かないこと

゜電源コー ドを引っ張って抜くと、 電源コー ドや電源プラグが傷つき、 火災 ・ 感電の原因と

なります。 必す電源プラグを持って抜いてください。 引っ張り禁止

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないこと

@ 感電の原因になります。

ぬれ軍蒙止

旅行などで長期間こ使用にならないときは、 安全のため電源プラグをコンセントから抜くこと

C万一故障したとき、 火災の原因となりことがあります。
電渾プラグ

を抜く

デイスクトレイに、 手を入れないこと

⑤ 指をはさみ、 けがの原因となることがあります。

特にお子様のいるこ家庭ではこ注意ください。 禁止

ひび割れ、 変形、 または接着剤などで補修したデイスクは使用しないこと ゜デイスクは本機内で高速回転しますので、 飛び散ってけがや故障の原因となります。
禁止
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はじめに

こ使用になるとき A注意
ー」

竃源を入れる前には本体及び接続機器の音量を最小にしておいてください。 突然 0大きな音が出て聴覚障害などの原因となることがあります。
指示

リモコンに使用している畢池は、

「指定以外の電池を使用しない事」 「極性(+)(-)を間違えて挿入しない事」 「充電 ・ 加熱•分解 ・シ

ョ ートしたり、 火の中に入れたりしない事 」 「電池に表示されている【使用推奨期限】を過ぎたり、

使い切った電池をリモコンに入れたまま放置しない事」

これらを守らないと、 液もれ ・ 破裂などにより、 やけど ・ けがの原因となることがあり

0ます。 もし、 液が皮膚や衣類についたときは、 すぐにきれいな水で洗い流してください。

液が目に入ったときは、 すぐにきれいな水で洗い医師の治療を うけてください。 器具に付
禁止

着した場合は、 液に直接触れないで拭き取ってください。

◎取り扱いに関すること
■引っ越しなどで 移動させるとき、遠くへ運団ときは、傷がつかないように毛布などでくるんでください。

■殺虫剤や揮発性のものをかけたりしないでください。 また、 ゴムやビニ ール製品などを長時間接触
させないでください。 変色したり、 塗装がはげたりするなどの原因となります。

長時間ご使用になっていると本機が多少熱くなりますが、 故障ではありません。

■ふだん使用しないときは必すデイスクを取り出し、電源スイッチを切っておいてください。

■長時間使用しないとき機能に支障をきたす場合がありますので、ときどき電源を入れて、 使用してください。

◎置き場所に関すること
■本機は水平な場所に設置してください。 ぐらぐらする机や傾いている所など不安定な場所で使わないで

ください。 デイスクが外 れるなどして、 故障の原因となります。

■本機をテレビやラジオ、 ビデオの近くに置く場合には、 本機で再生中、 画像や音声に悪い影響を与える
ことがあります。 万一、このような病状が発生した場合はテレビや ラジオ、 ビデオから離してください。

◎お手入れに関すること
■キャビネットや操作パネル部分のよこれは柔らかい布で軽く拭き取ってください。

■よごれがひどいときは、 布を水で うすめた中性洗剤にひたし、 よく絞って拭き取り、乾いた布で仕上げて
ください。 ペンジン、シンナ ーは絶対使用しないでください。 変 色したり、 塗装がはげたりするなどの

原因となります。

■化学ぞうきんをこ使用の際は、 その注意書にしたがつてください。

◎日本国内用です
本機を使用できるのは日本国内のみです。 外国では電源竃圧が異なりますので使えません。

◎結露（露付き）について
結露はデイスクや本機を傷めます。 よくお読みください。 0 "結露

’

はこんなときおきます。

◇本機を寒いところから、 急に暖かいところに移動したとき

◇暖房を始めたばかりの部屋や、 エアコンなど の冷風が直接あたるところで使用したとき

◇夏季に、 冷房のきいた部屋· 車内などから急に温度· 涅度の高いところに移動して使用したとき

◇湯気が立ちこめるなど、 湿気の多い部屋で使用したとき

■結露がおきそうなときは、 本機をすぐにご使用にならないでください。結露がおきた状態で本機をお使い

になりますと、 デイスクや部品を傷めることがあります。 デイスクを取り出し、 本機の電源プラグを
こ家庭のコンセントに接続し電源を入 ておくと、 本機があたたまり、 2~3時間で水滴がとれます。
またコンセントに接続しておくと

‘‘

結露（露付き）
＂

が生じにくくなります。
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はじめに

◆デイスクの取扱いと用語

再生できるデイスク

本機では、 下記のデイスクを再生することができます。

マーク（ロゴ） 記録内容

DVDビデオディスク 口 映像（動画）十音声
VIDEO 

音楽用CD d画
DIGITAL AUDIO 

また、 以下のメディアも再生することができます。

● DVDビデオフォ ー マットのDVD — R/RW

ユ日土 工戸

デイスクの大きさ

12cm 

12cm 

● CPRM/VRモ ー ドで地デジ放送を録画し、 且つファイナライズ処理されたDVD-R/RW
●ビデオモ ー ドでアナログ放送を録画し、 且つファイナライズ処理されたDVD — R/RW
● CD-DAフォ ー マット（音楽用CD)のCD — R/RW
● MP3、 WMAまたはJPEG形式のファイルが記録されたCD-R/RW

※上記のデイスクであっても、 録画されたDVDレコー ダ ー とデイスクと本機との互換性
相性により再生できない場合もあります。 予めご了承ください

※パソコンで録画・作成されたデイスクやDVDレコー ダ ー 以外の機器によって作成され
たデイスク、 短い収録時間のデイスクは再生できない場合があります。 予めご了承くだ
さい。

※H.264 / MPEG4AVC形式のファイルは非対応です。
※ 本機はNTSC テレビ方式に適合したプレ ー ヤ ー です。 他のテレビ方式(PAL、SECAM)

表示のデイスクは非対応です。
※DVD 土RD L には対応しておりません。 また MP3等のデー タは状況により再生できない

場合があります。
※ ファイナライズ処理をされていないデイスクの再生はできません。

*CPRM について…
CPRM とはContentProtection for Recordable M edi aの略で、コピ ー を制限する著作
権保護技術のことです。 デジタル放送をデイスクにダビングして再生するには、CPRM
対応のデイスクと再生機器が必要になります。

＊ファイナライズ処理について…
ファイナライズとは、 映像をダビングしたデイスクと再生機器の互換性を高めるための
処理のことです。 例えば、 映像をダビングしたデイスクを再生する場合、 そのデイスク
にダビングした機器(DVDレコー ダ ー など）では再生が可能なのに、 同じデイスクを他
の機器で再生しようとするとデイスクエラ ー となる場合があります。 これは、 ダビング
を行った機器ではデイスクにデー タが記録されている場所が認識できるが、 それ以外の
機器ではわからないために起こる現象です。 このような事態を避け、 そのデイスクに記
録したデー タを他の機器でも再生可能なデー タ配列にするためにファイナライズ処理が
必要になります。
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はじめに

◆デイスクの取扱いと用語（つづき）

＇
デイスクに関する用語について

一般に、 DVDビデオデイスクは、 「タイトル」という大きい区切りと「チャプタ ー 」

という小さい区切りに分かれています。 音楽用CDは、 「トラック」で区切られています。

タ イ ト ル： DVDビデオデイスクの内容を、いくつかの部分に大き＜区切ったものです。

チャプター ：タイトルの内容を、 場面や曲ことにさらに小さ＜区切ったものです。

ト ラ ッ ク：音楽用CDの内容を曲ことに区切ったものです。

それぞれのタイトルやチャプター、 トラックには順番に番号がふられています。 これら

の番号を「タイトル番号」「チャプタ一番号」「トラック番号」といいます。

デイスクによっては、 各々の番号が記録されていないものもあります。

デイスクの取り扱いかた

●再生面には手

を触れないで

ください。

@} 

デイスクの取り扱いかた

●デイスクに紙や

シ ー ル を貼らな

いでください。

竺
デイスク保管のしかた

●直射日光の当たる場所や、 湿度の高

い場所には保管しないでください。

●浴室や加湿器のそばなど、 湿気やほ

こりの多い場所には保管しないでく

ださい。

●デイスクは必す専用のケ 一スに入れ

て保管してください。 専用ケ 一スに

入れすに重ねたり、 立てかけたりす

ると変形する原因となります。

●デイスクについた指紋やほこりなど

のよこれは、 画像の乱れや音質低下

の原因となります。 柔らかい布で、

デイスクの中心から外側に向かって

軽く拭き取り、 いつもきれいにして

おいてください。

如
●よこれがひどいと

きは、 水で少し湿

らせた柔らかい布

で軽く拭き取り、

乾いた布で仕上げ

てください。
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■USB変換
　ケーブル

Kaihou
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【本体上面左側】
①DVD/外部メモリーモード切替
②DVD/TV/AV入力モード切替
③音声切替
④消音
⑤タイトル表示
⑥画面表示

⑦メニュー
⑧音量+/-
⑨前へ/次へ

【本体上面右側】
⑩設定
⑪液晶画面オン/オフ
⑫再生/一時停止
⑬停止
⑭早戻し
⑮早送り

⑯OK
⑰チャンネル+/-
⑱左/右

【本体側面右側】
①USB端子（再生用）
②SDカードスロット（再生用）
③イヤホン出力端子
④AV入力端子
⑤AV出力端子
⑥主電源スイッチ（切/入）
⑦DC入力端子

【本体側面左側】
①miniB-CASカードスロット
②miniUSB端子（地デジ録画用）
※本体刻印は「U/G」
③アンテナF端子















1. 電源を入れる
本体に電源を接続し、電源スイッチを「ON」にしてください。

2. デイスクを入れる
本体のOPEN ボタンを押してデイスクカバーを開け、デイスクのラベル面を上にして、
デイスクをセットし、デイスクカバーを閉じます。
※デイスクカバーの開閉は特に丁寧にお取り扱いください。故障の原因となります

3. 再生の開始
カハ一を閉じると自動で再生がはじまります。はじまらない場合はタイトル等を選択し
リモコンまたは本体の再生／ 一時停止ボタンを押してください。

4. 一時停止
再生中にリモコンまたは本体の再生／ 一時停止ボタンを押すと、再生を一時停止します。
もう 一度押すと再生を再開します。

5. 停止
再生中に停止ボタン ■ を押すと仮停止し、画面に「 再生キーを押し、継続」と表示され
ます。この状態でリモコンまたは本体の再生／ 一時停止ボタンを押すと停止した場面の
続きから再生が始まり、もう 一度停止ボタン ■ を押すと、完全に再生が停止されます。

6. 音量の調節
再生中、リモコンまたは本体の音畢＋ボタンを押すと音畢が大きく、音畢—ボタンを押
すと音量が小さくなります。

7. 場面のスキップ
再生中にリモコンまたは本体のスキップ次ボタン►►Iまたはスキップ前ボタン� を押
すと、1つ次または前のチャプターに移動します。
※チャプターの編集がされていない場合は機能しません。

注：個人で作成されたデイスクや海外のデイスク等はデイスクによっては時閻がかかったり読み
込み時に音がしたりします。
デジタル放送を録画・ダビングしたデイスクの場合、CPRM対応デイスクでVRモー ドで書
き込み最後にファイナライズ処理をしたものでないと認識しません。
デイスクの種類や相性によっては再生できない場合があります。すべてのデイスクの再生を
保証するものではございません。
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8. 早送り・早戻し
再生中にリモコンまたは本体の早送りボタン►►または早戻しボタン◄◄を押すと、

早送りまたは早戻し再生をすることができます。

再生速度はボタンを押すごとに変わります。

リモコンのメニューボタンを押すとメニュー画面に入り、DVD の内容が画面に表示され

再生するチャプターや字幕などを簡単に選択することができます。

※ディスクによってはメニュー画面がない場合もあります。

再生中にリモコンのアングルボタンを押すと映像のアングルを切替えることができます。

ボタンを押す回数によってデイスクに記録された異なるアングルの映像に切替わります。

切替可能なアングルの数と、再生しているアングルの番号が画面に表示されます。

※アングル切替えは、マルチアングルで録画されたDVDのみで使用可能な機能です。

マルチアングルのデイスクかどうかはDVDのジャケットやケースカバーなどをご参照

ください。

再生中にリモコンの音声ボタンを押すと、音声を切替えることができます。音声ボタンを

押すたびに、音声の言語が切替ります。

切替可能な音声の数と再生している音声の番号が画面に表示されます。

※デイスクによってはDVDタイトル画面から音声切替を行わなければならないものがあ

ります。

16 

9. 場面を選択して再生

10.

11.音声切替

アングルの切替

通常再生→２倍速→４倍速→８倍速→16倍速→３２倍速
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12. 字幕切替
再生中にリモコンの字幕ボタンを押すと、 字幕を切替えることができます。 字幕ボタンを

押すたびに字幕の言語が切替ります。 切替可能な字幕の数と再生している字幕の番号が画

面に表示されます。

※ デイスク によってはDVDのタイトル画面から字幕切替を行わなければならないものも

あります。

※字幕データが収録されていない デイスクでは、 この機能は使え ません。

13. ス
‘

ーム切替
再生中にリモコンのズームボタンを押すと、 画面の表示倍率 を変えることができます。

ズームボタンを押すたびに、

「2倍」→「3倍」→「4倍」→「1/2」→「1/3」→「1/4」→「オフ（通常）」の順 に画面の倍率が変

わります。 拡大表示 中に上下左右ボタンを押すと、 画像を動か して表示範囲外になってい

る部分を見ることができます。

14. リピー ト再生
再生中にリモコンのリピ ー トボタンを押すとリピ ー ト再生を行うことができます。

リピ ー トボタンを押すたびに、

「チャプタ ーリピ ー ト」→「タイトルリピ ー ト」→「 ディクス全体のオー ルリピ ー ト」→「通常

再生」の順で切り替わります。

15. スロ ー再生
再生中にリモコンのスロ ー ボタンを押すと、 スロ 一再生を行うことができます。

スロ ー ボタンを押すたびに、

「 ►1/2」→「 ►1/4」→「 ►1/8」→「 ►1/16」→「◄1/2」→「◄ 1/4」→「◄1/8」→「◄1/16」→

「通常再生」の順で再生速度が切替ります。

16. 消音
再生中にリモコンの消音ボタンを押すと、 音声 のみを消すことができます。

もう一度消音ボタンを押すと再び音声が出ます。

17 



本機では音楽CDを再生することもできます。 音楽CDをセットしてデイスクカバ一を閉じ

ると、 自動的に再生を開始します。 音楽CDの再生ではDVDの再生と同じボタン操作で、

以下の操作を行うことができます。

●再生 ●停止●一 時停止●前後スキップ●早送り●早戻し

●リピ ー ト再生●消音

CD再生時の画面表示

音楽CDの再生中は、 トラック（収録曲）の再生時間等の情報が画面に表示されます。

表示ボタンを押すたびに、

「シングル残り時間」→「トータル経過時間」→「トータル残り時間」→「シングル経過時間」の

順に表示が切替ります。

ートラック番号
経過時間等—
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外部メディアの読込み

フォルダー

各フォルダーを選択し本体の「再生／ 一時停止」あるいはリモコンの「決定」を押すと、
フオ）区i―内のファイルー覧が表示されます。前画面に戻るにはタイトルのない（タイ卜
ル部…表示）フオ）区"9'一を選択し、本体の「再生／ 一時停止」あるいはリモコンの「決定」
を押します。

ファイルの再生

ファイル選択画面に、メディア内のフオ）区·やファイルが表示されます。
リモコンまたは本体の▲▼ボタンでハイライトを移動させ、再生したいファイルを選択し、
再生一時停止ボタンを押すと、そのファイルから再生が始まります。
※詳しい再生方法はP21 r"-J P24をご参照ください。

1 臨雷
゜

: 00 ... ,1111111111111111 @ 

ファ
イ

ル］□:讐 ハイライ卜

ファイル選択画面 \so再生時はSDと表示

注：ファイルの順番は撮影日時や同期やコピ ーした順にはならびません。

すべてのファイルやメディアの再生を保証するものではありません。
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音楽ファイルの再生

本機ではMP3形式およびWMA形式のファイルが保存されたメディアを再生することがで

きます。
再生時間

ファイル番号

匿に
厘 TRACK-2
品TRACK-3

デイスク内の音楽ファイル �TRACK-4 
儘TRACK-6

※表示は英数字のみに対応しています。

日本語デー タ等は正しく表示されません。

MP3形式およびWMA形式のファイルが保存されたメディアを本機にセットすると、 上記

の画面が表示されます。（本機に対応した形式で記録されたメディアのみ使用可能です。）

この画面でメディア上のファイルを選択し、 再生する曲を決定します。

※Waveサウンドファイルは認識しません。

その他の音楽ファイルが再生できない場合については26ペー ジをご参照ください。

操作方法

●リモコンの▲▼方向ボタン押して黄色のハイライトを移動させ、 再生したいファイルを選

択します。

●リモコンの決定ボタンまたは本体のOKボタンを押すと選択したファイルが再生されます。

●再生中に方向ボタン▲▼を押して次に再生したいファイルを選択することもできます。 そ

の時、 現在再生中のファイルは白いハイライトで表示されます。

＊音楽ファイルの再生中は次の操作を行うことができます。

．停止……………リモコンまたは本体の停止ボタンを押す。

・一時停止•……••リモコンまたは本体の再生／ 一時停止ボタンを押す。

・リピ ー ト再生…リモコンのリピ ー トボタンを押します。 ボタンを押すごとにリピ ー トの方

式が次のように変わります。

・シングルリピ ー ト ：再生中のファイルを繰り返し再生

・フオ）凶
‘
ーリピ ート：フオ）区か如すべてのファイルを繰り返し再生

・リピ ートオフ ：通常の再生に戻る

注：すべてのファイルやメディアの再生を保証するものではありません。
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動画ファイルの再生

本機ではMPEG2形式およびAVI形式のファイルが保存されたメディアを再生することが

できます。

ファイル番号

匿凶
匡MOVIE-2
匡MOVIE-3

メディア内のファイル 虚 MOVIE-4
匡MOVIE-5

※表示は英数字のみに対応しています。

日本語デー タ等は正しく表示されません。

MPEG2形式およびAVI形式のファイルが保存されたメディアを本機にセットすると、 上

記の画面が表示されます。（本機に対応した形式で記録されたメディアのみ使用可能です。）

この画面でメディア上のファイルを選択し、 再生する動画を決定します。

※MPEG4·AVC形式のデータは再生できません。

その他の動画ファイルが再生できない場合については26ペー ジをご参照ください。

操作方法

●リモコンの▲▼方向ボタンを押して黄色のハイライトを移動させ、 再生したいファイルを

選択します。

●リモコンの決定ボタンまたは再生／ 一 時停止ボタン•本体の再生／ 一 時停止ボタンを押す

と選択したファイルが再生されます。

（ファイルに保存方法よっては再生中にスキップボタンを押すと、 前後のファイルを再生で

きる場合もあります。）

＊音楽ファイルの再生中は次の操作を行うことができます。

．停止……………リモコンまたは本体の停止ボタンを押す。

・一 時停止•……••リモコンまたは本体の再生／ 一 時停止ボタンを押す。

・リピ ート再生…リモコンのリピ ートボタンを押します。 ボタンを押すごとにリピ ートの方

式が次のように変わります。

・シングルリピ ート ：再生中のファイルを繰り返し再生

・フオ）げ
｀

ーリピ ート：フオ）区m叩）すべてのファイルを繰り返し再生

・リピ ートオフ ：通常の再生に戻る

注：すべてのファイルやメディアの再生を保証するものではありません。
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画像ファイルの再生

本機ではJPEG形式のファイルが保存されたメディアを再生することができます。

ファイル番号

サムネール

※表示は英数字のみに対応しています。

日本語デー タ等は正しく表示されません。

JPEG形式のファイルが保存されたメディアを本機にセットすると、 上記の画面が表示され

ます。（本機に対応した形式で記録されたメディアのみ使用可能です。）

この画面でメディア上のファイルを選択し、 表示する画像を決定します。

※画像ファイルが再生できない場合については26ペー ジをご参照ください。

操作方法

●リモコンの▲▼方向ボタンを押して黄色のハイライトを移動させ、 再生したいファイルを

選択します。 右側にサムネール（小さい画像）が表示されます。

●リモコンの決定ボタンまたは再生／ 一 時停止ボタン•本体の再生／ 一 時停止ボタンを押す

と選択したファイルが表示されます。

＊画像ファイルの再生中は次の操作を行うことができます。

．停止……………リモコンまたは本体の停止ボタンを押す。

・一 時停止………リモコンまたは本体の再生／ 一 時停止ボタンを押す。

・リピ ート再生…リモコンのリピートボタンを押します。 ボタンを押すごとにリピ ートの方

式が次のように変わります。

・シングルリピ ート ：再生中のファイルを繰り返し再生

・フオ）凶
‘

ーリピ ート：フオ）区"1'内のすべてのファイルを繰り返し再生

・リピ ートオフ ：通常の再生に戻る
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画像ファイルの再生

・画像の回転……スライドシヨ ーの最中にリモコンの►ボタンを押すと、 画像が90度右に、

◄ボタンを押すと90度左に回転します。

・画像の反転……スライドシヨ ーの最中にリモコンの▲ボタンを押すと、 画像が上下に、

▼ボタンを押すと左右に反転します。

※スライドシヨ ーの最中にメニュ ーボタンを押すとメニュ ー画面に戻ります。

重要：画像の表示は縦横比が16:9のサイスで再生されます。

ファイルやフォルダのJI厠亨は撮影順やペースト順などにはなりません。

注：すべてのファイルやメディアの再生を保証するものではありません。
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CDからメディアに録音

！重要：録音操作の前にメデイア内のデータは必ずバックアップ保存してください。
·USSまたはSDに空き容量がない場合「Device full!」と表示され記録できません。
・録音中、 本機の音量•音質を変えても録音される音声には影響ありません。

•本機で録音した場合はMP3形式で記録されます。
・容量の大きいメディアを接続した場合、 読込み時に時間がかかることがあります。

•本機ではフオ）区花訊定ファイル名の入力は出来ません。本機ではMP3/WMAファイル
形式のデイスク、 市販の音楽CDからの録音が可能です。

1. 外部メディア(USB·SD)を各入力端子に挿入してください。
2. 録音したいCDデイスクを再生してください。

リモコンの「字幕」ボタンを押すと、 録音画面が表示されます。
※再生の途中でも録音ボタンを押すと、 曲の先頭から録音されます。

I 録音画面 I

① —

② —

③ —

④ —

⑤ —

⑥ —

I 

I 

CD録音
オプション トラック

速度 標準 t/ track01 04:26 
ビットレート 128kbps track02 03:41 

ID3情報 する
,/ track03 04:45 

メディア
track04 04:30 

USB track05 04:20 
録音情報 t/ track06 04:51 

トうック ゜ track07 03:28 

タイム 00:00 .... 

開始 I 戻る すべて選択 I すべて取消

� トラックリスト

I 

3. リモコンの方向ボタンで、 項目を移動します。 決定ボタンで決定します。
①録音スピ ー ド：「決定」ボタンを押すごとに録音スピ ー ドが切替えられます。

（標準⇔高速）
※標準録音スピ ー ド状態の場合、 ファイルの録音と同時に再生します。

倍速録音スピ ー ド状態の場合、 録音しながら同時に再生は出来ません。
②ビットレート（圧縮比率）：「決定」ボタンを押すごとに圧縮率が切替えられます。

96kbps→ 112kbps→ 128kbps→ 192kbps→ 256kbps→ 320kbps 
この数値が大きいほど、 音質はよくなりますが変換後のファイルサイズは大きくなります。

③ 1D3 TAG式ファイルを作成します。（する／しない）
④録音先メディアの検出状態を表示します。
⑤選択されたファイルの総数
⑥選択されたファイルの総再生時間

注：すべてのファイルやメデイアの再生を保証するものではありません。
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■ 音楽再生・動画再生・画像（写真）再生について

＊デジタル著作権管理(DRM)されたファイルは再生できません。
※DRMとは、デジタルデータとして表現されたコンテンツの著作権を保護し、その利用や複製を制御

制限する技術の総称です。音声・映像ファイルにかけられる複製の制限技術などが有名ですが、広義
には画像ファイルの電子透かしなどもDRMに含まれます。

＊音楽再生は、MP3/WMA(DRM非対応）形式のファイルをパソコンから転送時に、専用ソフトを使っ
て独自の暗号化（著作権保護）を施すもので使用されるファイルを入れたUSBメモリやSDカ ー ドは
本製品では再生できません。

例：アップル社製「iPod」シリーズ・ソニ一社製「ウォークマン」シリーズ
パナソニック社製「D-snapオーディオ」シリーズ・JVC社製「アルネオ」シリーズ など

* MP3/WMA形式ファイルは、記録された順序で再生できないことがあります。また、記録状況により
音飛びが発生したり、再生できないことがあります。

＊動画再生は、MPEG2対応のファイル形式でもすべての再生を保証するものではありません。記録条件
や記録状況によっては再生できない場合があります。

* MPEG-4,AVC形式のファイルは再生できません。

＊画像再生は、JPEG形式のファイル<.jpg>の再生ができます。ビットマップ<.bmp>やTIFF C.tif) 
など他の形式のファイルは再生できません。

※ JPEGとは静止画像のデジタルデータを圧縮して保存する方式のひとつで、JPEGファイルは<.jpg>
という拡張子が付いたファイルのことを指します。

＊画像ファイルのサイズやファイルの構造により、デイスプレイ画面に表示されるまでに時間がかかる
ことがあります。

＊フォルダ名・ファイル名・データ名の表示は英数字のみに対応しています。日本語で保存されたフォ
）凶‘名やデータ名は正しく表示されず、文字化けする場合があります。

■ 外部メデイア(SDカ ー ド·USBメモリ）について

＊すべてのSDカ ー ドおよびUSBメモリについての作動について保証はしていません。

＊容量16GBを超えるSDカ ー ドおよびUSBメモリは本機では認識しない、または誤作動を起こす場合
があります。

*SDカ ー ドおよびUSBメモリは、記録された順序で再生できないことがあります。また記録状況によ
り音飛びが発生したり、再生できないこともあります。

＊マッキントッシュで編集されたSDカ ー ドおよびUSBメモリには対応しておりません。

注：すべてのファイルやメデイアの再生を保証するものではありません。
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※：機能設定ページの「その他」タブは、本機にDVDディスクをあらかじめ
　　セットしていないと機能が有効になり選択できません。
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録画番組機能について
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録画外部メモリーの準備

※「録画専用USBスロット」は本体左側面にあり、
　「U/G」という表記になっております。
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録画用外部メモリーの準備
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各種機能を使う
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各種機能を使う
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各種機能を使う
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．再生中、一時的に映像

が止まるなど

・外部メディア

(SD/USBなど）

の再生ができない

・CDが正しく再生され
ない

・トラックの順序／選曲

ができない

●デイスクに汚れや傷がないか、ご確認ください。

●外部メディアの場合、保存データが破損／欠損している可能性が

あります。

●本機に正しく接続／挿入されているか、ご確認ください。

●本機非対応の 保存データである可能性があります。
（詳しくは本書「メディア／ファイルについて」をご参照ください）

●

データ通りに再生されない場合があります。

●デイスク・USBメモリ・SDカードによっては、部分的に設定

された再生順序を変更できないものがあります。

地デジテレビ視聴 I 
・テレビが映らない

・ 部チャンネルしか

映らない

・映像が乱れる など

・視聴中の映像／文字情

報／番組内の時刻表示

がズレる

・作動中に電源が落ちて

操作に反応しない

●アンテナと正しく接続されているか、ご確認ください。

●フルセグ受信機の場合、miniB-CASカードが正しく挿入されてい

るか、ご確認ください。

● TVモード画面 に切替えてあるか、ご確認ください。

●初期設定でチャンネル登録がされているか、ご確認ください。

●デジタル放送特有の現象です。デジタルデータの受信形式のため、

受信してから映像化されるまでの時差によって数秒程度ズレる場

合があります。

●本機の主電源を手動で切り、アダプターを電源コンセントから抜

き2 時間放置して、静電気などを放電してください。その後

再度本機を設置してお試しください。

（日頃本機をご利用にならない際は、ACアダプターはコンセントから

外すようにお願いいたします）

・曲頭数秒再生されない

● コピーコントロールCDの可能性があり、再生できません。

コピーコントロールCDの可能性があり、
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Kaihou
タイプライターテキスト



1366x768 RGB

（再生用）

（録画用）

USB変換ケーブル
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W390xH50xD268mm
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OT-FD156K
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